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新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けて、急速に普及し始めた「テレワーク」は、ワーク・ライフ・バ

ランスしいては次世代育成支援にもつながります。おさらいの意味も含めて、シリーズでテレワークについてご

紹介しております。その第４回目です。（以下の図は、令和元年度神奈川県テレワーク導入促進事業で作成され

た「中小企業のためのテレワーク導入ガイド」より引用） 

 

 テレワーク導入の課題 

 テレワーク導入にあたって挙げられる課題の上位３つのうち「情報セキュリティの確保」のための対策につき

ましては、前回ご紹介しました。 

会社の端末やネットワークはさまざまなセキュリティ対策が施されているケースがほとんどですが、自宅など

で使うパソコンやスマートフォン、タブレット等は個人でセキュリティ対策をする必要があります。 

次に「適正な労務管理」のための対策ですが、次のとおり厚生労働省からテレワークと労働時間把握に関する

複数のガイドラインが公表されています。 

 
 労務管理の課題としては「労働時間管理」だけでなく、「コミュニケーション」と「人事評価」の課題もクロ

ーズアップされています。これらの課題を解決するには、次のような複合的な視点（テレワーク導入時の視点）

と、ＩＣＴ（Information and Communication Technology＝情報通信技術)ツールの活用が必要になりますので、

詳しくは改めてご紹介することといたします。 

 

 課題の上位３つのうち「対象業務の少なさ」への対策につきましては、上記視点の「業務改革」「意識改革」

が特に求められます。従来型の仕事のやり方で、その中からテレワークでできる業務（たとえば個人作業など）

を切り分けるという発想では、いつまで経っても解決できません。 

 ここでも、ＩＣＴツールの活用が必要になることは言うまでもありません。 

 



 

 

 

 

＜個別相談の実施＞ 

次世代法に関する「行動計画の策定・届出」「認定・認証の取得」などについて、ご要望をいただければ、次

世代育成支援対策推進員（特定社会保険労務士）がお伺いして個別相談にお応えいたします。お気軽にご連絡く

ださい。                            神奈川県経営者協会 TEL 045-671-7060 


